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理化学研究所 横浜キャンパス
RIKEN Yokohama Campus

RIKEN Yokohama Campus

予算 主な組織

沿革

2000年当時の横浜研究所。ゲノム科学総合研究センター、
植物科学研究センター、遺伝子多型研究センターを開設。

2003年、ゲノム科学総合研究センターの榊プロジェクト
ディレクターがヒトゲノム解読完了を小泉総理へ報告。
毎日新聞社提供

2010年には横浜研究所設立10周年記念講演会やサイ
エンスカフェ等、記念イベントを開催。

RIKEN 2013-049

■アクセス

• JR・京急鶴見駅 東口バスターミナル8番乗降口より

川崎鶴見臨港バス「ふれーゆ」行き

「理研・市大大学院前」下車  徒歩1分（鶴08系統）

• JR鶴見線鶴見小野駅下車 徒歩13分

• 首都高速横羽線汐入ランプから約2.1km、生麦ランプから約3.3km

■お問い合せ

理化学研究所 横浜事業所
〒230-0045 神奈川県横浜市鶴見区末広町1丁目7番22号

Tel：045-503-9111（代表）/ Fax：045-503-9113

E-mail：yokohama@riken.jp 

Website：http://www.yokohama.riken.jp/

Twitter：http://twitter.com/riken_yokohama

環境資源科学研究センター
1,425

横浜事業所共通研究事業費
1,462

■平成27年度予算［単位：百万円］

横浜事業所と横浜キャンパスを拠点とする研究センター全体の予算
（和光・神戸キャンパスを含む）

ライフサイエンス
技術基盤研究センター
2,114 統合生命医科学研究センター

3,011

1998年 •ゲノム科学総合研究センターを開設

2000年 •横浜研究所が発足

 •植物科学研究センター、遺伝子多型研究センターを開設

2001年 •免疫・アレルギー科学総合研究センターを開設

2003年 •特殊法人理化学研究所を解散し、

 独立行政法人理化学研究所を設立

2005年  •感染症研究ネットワーク支援センターを開設

2008年  •ゲノム科学総合研究センターを改組し、

 オミックス基盤研究領域、生命分子システム基盤研究領域、

 生命情報基盤研究部門を開設

 •遺伝子多型研究センターをゲノム医科学研究センターに改称

2010年 •感染症研究ネットワーク支援センターを

 新興・再興感染症研究ネットワーク推進センターに改称

2013年  • 横浜研究所を改組し、横浜事業所が発足

 •基幹研究所の一部と植物科学研究センターを統合し、

 環境資源科学研究センターを開設

 •ゲノム医科学研究センターと

   免疫・アレルギー科学総合研究センターを統合し、

 統合生命医科学研究センターを開設

 •分子イメージング科学研究センター、

 生命分子システム基盤研究領域、

 オミックス基盤研究領域を統合し、

 ライフサイエンス技術基盤研究センターを開設

2015年  • 独立行政法人理化学研究所の名称を、

 　国立研究開発法人理化学研究所に変更

横浜事業所（研究支援部、安全管理室）

環境資源科学研究センター

統合生命医科学研究センター

ライフサイエンス技術基盤研究センター

創薬・医療技術基盤プログラム

横山構造生物学研究室

杉山特別研究室

鶴
見
川

首
都
高
速

神
奈
川
５
号
大
黒
線

首都高速神奈川１号横羽線汐入出入口生麦出入口
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